
－35－

南九州地域科学研究所所報
第25号　（2009）　35～57頁

沖永良部民謡について
――第11報　後蘭地区（和泊町）における調査――

On the Folk Songs of Okinoerabu－jima, the Ryukyu Islands, Japan
――11th. Survey in the Areas of Golan (Wadomari－cho)――

鹿児島女子短期大学　前原　隆鋼

せりよさ文化研究所　永吉　敏人

Ⅰ　はじめに

　研究目的は、第１報（1999）に記載したので、本稿では割愛する。
　曲の採譜と音階分析については前原が、三味線奏法と歌詞については永吉が責任を分担
する。

Ⅱ　調査の概要と研究の方法

　今回の報告は2002年３月に実施した和泊町後蘭における朝戸貞造氏の演奏・演唱による
ものである。録音にあたっては、採譜を正確にする目的で、最初に三味線を、次に歌のみ
を、最後に歌と三味線を採録した。調査後、録音したテープから採譜し、採譜した譜を再
度ピアノで再現録音し、2008年８月の確認調査で、朝戸氏に聞いていただき、一部修正し
て最終稿とした。各曲の冒頭に音階構成を付記する。第１報と同様に、小泉文夫氏の日本
音階論を参考にして民謡のテトラコードを民、律のテトラコードを律、琉球のテトラコー
ドを琉、呂旋法を呂、えらぶ的ドミソ音型をえらぶと略記する。歌詞のハヤシの部分はカ
タカナで表記し、歌い手以外のハヤシを「　」で表記する。
　また、三味線譜の下に数字記号を記載する。これは永吉が考案した三味線奏法の記譜法
である。1980年、畦布集落の子どもたちに「如何にしたら三味線の勘所を速く押さえるこ
とが出来るか」という目的で考案したものである。五線譜を見て音の高さと長さを想定し
ながら、容易に勘所を押さえることが出来る。詳しくは第２報のⅣ項参照。
　尚、三味線譜には清村杜夫氏の記譜法を参考にして、曲頭ト音記号の下に８Va Sempre 
Bassa を記載する。

Ⅲ　調査内容

和泊町後蘭　2002. 3. 23
歌・三味線　朝戸貞造（1933生）
採譜　前原隆鋼・永吉敏人

※実音は短３度上
　本調子・指間Ⅰ
　♩≒66

１．チュッキャリ節

8Va Bassa

琉

え　ら　ぶ
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ば ー ー ー ひ ち じャ しョ ー ー り あ お ち⌒てィ ⌒ ⌒
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１．チュッキャリ節

はじュみてィどゥ　やしが　　　（初めてですけれども）
あおさりがしゆら　　　　　　　（合わすことが出来るかどうか）
きばてィ　ひちじャしョり　　　（頑張って<三味線を>弾き出してください）
あおちヨー　みャぶら　　　　　（合わせてみましょう）

⌒ ⌒

⌒

⌒

⌒ ⌒
⌒



－38－

南 九 州 地 域 科 学 研 究 所　所 報　第25号（2009）

8Va
Sempre Bassa

和泊町後蘭　2002. 3. 23
歌・三味線　朝戸貞造（1933生）
採譜　前原隆鋼・永吉敏人

※実音は短３度上
　本調子・指間Ⅰ
　♩≒66

２．トーセマル（サトヨ節）

8Va Bassa

琉

え　ら　ぶ

え　ら　ぶ
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２．トーセマル

とォせまる　かんぱんぬ　ういにてィ　　　（東成丸の甲板の上から）
なぜぬ　やんごうみりや　　　　　　　　　（名瀬の屋仁川を見ると）
ジントーヨ　　　　　　　　　　　　　　　（ジントーヨ）
なぜぬ　やんごうみりや　　　　　　　　　（名瀬の屋仁川を見ると）

⌒ ⌒
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和泊町後蘭　2002. 3. 23
歌・三味線　朝戸貞造（1933生）
採譜　前原隆鋼・永吉敏人

※実音は短３度上
　本調子・指間Ⅱ
　♩≒108

３．ウミヨカナ
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琉

え　ら　ぶ

8Va
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３．ウミヨカナ

①うみよ　かなにふりてィ　ヨー　　（思う人よ　愛人に惚れてヨー）
　わみしうてィるやりや　　　　　　（自分の身を捨てるからには）
　さしくうらうやに　　　　　　　　（早速、あなたの親に）
　とゥじきめんそうり　　　　　　　（届けて<言いつけて>下さい）
　ウミヨカナ　ドンドン　　　　　　（ウミヨカナ　　ドンドン）
②さしくうらうやに　ヨー　　　　　（早速、あなたの親にヨー）
　とゥじきらんでィ　しャしが　　　（届けようとしたが）
　うやぬなーぬからだ　　　　　　　（親がいない自分は）
　とゥじきならむ　　　　　　　　　（届けをすることが出来ない）
　ウミヨカナ　ドンドン　　　　　　（ウミヨカナ　ドンドン）

⌒
⌒

⌒

⌒ ⌒ ⌒

⌒

和泊町後蘭　2002. 3. 23
歌・三味線　朝戸貞造（1933生）
採譜　前原隆鋼・永吉敏人

※実音は短３度上
　本調子・指間Ⅱ
　♩≒108

４．アサトヤユンタ

8Va Bassa

律

呂

律律

8Va
Sempre Bassa

歌

三味線

20 22 21 21 22 10 10 11 20 22 21 21 20 21 21
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４．アサトヤユンタ

ハー　きみとわかれて　　　　　　　　　　（ハー　君と別れて）
まつばらゆけば　　　　　　　　　　　　　（松原行けば　）
サー　ユイユイ　　　　　　　　　　　　　（サー　ユイユイ）
まつのつゆやら　やれほになみだやら　　　（松の露やら　やれほに涙やら）
マタハーリヌ　チンダラカヌサマヨ　　　　（マタハーリヌ　チンダラカヌサマヨ）

和泊町後蘭　2002. 3. 23
歌・三味線　朝戸貞造（1933生）
採譜　前原隆鋼・永吉敏人

※実音は短６度上
　本調子・指間Ⅱ
　♩≒60

５．子　守　歌

8Va Bassa

琉

え　ら　ぶ
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和泊町後蘭　2002. 3. 23
歌・三味線　朝戸貞造（1933生）
採譜　前原隆鋼・永吉敏人

※実音は短３度上
　本調子・指間Ⅱ
　♩≒63

６．ツクタヌメ

8Va Bassa

琉

え　ら　ぶ

５．子　守　歌

なくなくな　わらび　　　　　　　（泣くな　泣くな　童）
たが　なきでィ　いちよ　　　　　（誰が　泣けと　言ったのか）
なきでィちャぬ　ちュはたり　　　（泣けと言った人を教えなさい）
うりにむらさ　　　　　　　　　　（その人に　守りをさせましょう）
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６．ツクタヌメ

①ふとゥし　つくたぬめーや　　　（今年　作った米は）
　ししだまぬ　ないしュさ　　　　（数珠玉のように　実っている）
　ヤイスリ　　　　　　　　　　　（ヤイスリ）
　ししだまぬ　ないしュさ　　　　（数珠玉のように　実っている）
　ササ　　　　　　　　　　　　　（ササ）
②まへぬ　はじふきや　　　　　　（南風が　吹くと）
　まにしぬ　あぶしうまくら　　　（北の畦を　枕にする）
　ヤイスリ　　　　　　　　　　　（ヤイスリ）
　まにしぬ　あぶしうまくら　　　（北の畦を　枕にする）
　ササ　　　　　　　　　　　　　（ササ）

⌒

⌒

ま は へ ぬ ー あ ぶ し う ま ー く ら サ サ

32 34 33 32
33 20

22 30 30 30 23 22 22 32 33 20 22 30 22

30

34

32 33 34 33 32 33 30 32 34 33 32 32
33 20

22 30 30 30 23 22 22

34 34 34 34 33 32 34 33 32 32
33 20

22 30 30 23 23 22 22 32 33

⌒
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和泊町後蘭　2002. 3. 23
歌・三味線　朝戸貞造（1933生）
採譜　前原隆鋼・永吉敏人

※実音は短３度上
　本調子・指間Ⅰ
　♩≒112

７．イニシリ節

8Va Bassa

琉

え　ら　ぶ

8Va
Sempre Bassa

歌

三味線

33 20 20 22 22 30 23 22 22 33 33 30 32 30 23 22 22 20 20 22 22 30 23 22 22 33 33 30 32 30 23 22 22

20

⌒とゥふ ⌒どゥし ゆ ー が ふ ー し ー ー

20 22 22 30 30 30 23 22 22 22 30 32 32 33 33 32 33

⌒でィい

34

に ー ー む あ わ む ⌒てィー き ー サ
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７．イニシリ節

ふとゥし　ゆがふどゥし　　　　　（今年は　豊年だ）
いにむ　あわむ　でィきてィ　　　（米も　粟も　豊作だ）
サー　イニシリシリヨ　　　　　　（サー　イニシリシリヨ）
アラ　ユリユリヨ　　　　　　　　（アラ　ユリユリヨ）

和泊町後蘭　2002. 3. 23
歌・三味線　朝戸貞造（1933生）
採譜　前原隆鋼・永吉敏人

※実音は短３度上
　三下げ・指間Ⅰ
　♩≒66

８．インタブレ

8Va Bassa

琉

え　ら　ぶ
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リ

32

ユ

30

リ

23

ヨ

22 22 22

20 20 22 22 30 23 22 22 33 33 30 32 30 23 22 22 20
⌒ ⌒

⌒ ⌒

琉琉
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8Va
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８．インタブレ

①　はじュみてィどゥ　やしが　　　（初めてですけれども）
　あおさりがしゆら　　　　　　　　（合わすことができるかどうか）
　あおさりがしゆら　　　　　　　　（合わすことができるかどうか）
　きばてィ　ひきじャしョり　　　　（頑張って<三味線を>弾き出して下さい）
　ヨハリ　　　　　　　　　　　　　（ヨハリ）
　あをちまた　あをちみャぶら　　　（合わせて　また合わせてみましょう）
②　きゆぬふくらしャや　　　　　　（今日の目出度い＜誇らしい＞ことは）
　むぬにたてィららむ　　　　　　　（何物にもたとえようが無い）
　むぬにたてィららむ　　　　　　　（何物にもたとえようが無い）
　いちむひュうぬぐとゥし　　　　　（いつも今日のように）
　ヨハリ　　　　　　　　　　　　　（ヨハリ）
　あらちたぼり　　　　　　　　　　（有りますように）

Ⅳ　総　　括

譜例１．

譜例２．

⌒ ⌒ ⌒

⌒ ⌒ ⌒

⌒

⌒

⌒

⌒

⌒ ⌒

え　ら　ぶ

琉

呂

　今回採譜した後蘭地区、朝戸貞造氏演奏・演唱の８曲について、音階構成を考察する。
　前項で各曲の冒頭に音階構成を付記してきたが、８曲のうち７曲は、ドミソ音型と琉球
のテトラコードがコンジャンクトした音型で構成されており、１曲は、呂旋法で構成され
ている。従って次の２つに分類することができる。

イ、「チュッキャリ節」「トウセマル」「ウミヨカナ」「子守歌」「ツクタヌメ」「イニシリ
節」「インタブレ」：　譜例　１．

　ロ、「アサトヤユンタ」：　譜例　２．
　「ウミヨカナ」は、今回の調査で初めて収録できた曲である。尚、朝戸氏の三味線は、
即興性豊かで、「歌遊び」が盛んであった時代の技法を感じさせる。特に、歌い手の歌を
誘う目的で、歌の出だしの音を何回か弾いて待つ奏法（歌の出だしの音の先取り）が見ら
れた。具体的には、「ウミヨカナ：２番の出だしの前２小節の音」「アサトヤユンタ：１番
の出だしの１拍前の音」等である。今回の調査の大きな収穫であった。
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